
資料①

○ 校章について

身延中学校校章校歌制定準備会 身延清稜小学校統合準備委員会 下山小学校統合準備委員会

作
成
方
法

原案を在校生から公募し、一次
選考で１９６点から３点の候補作
を抽出。
山梨県工業技術センターの協力
で補作・補正を行い、学園祭期
間中に生徒、教員等、来場者を
対象に最終選考会を実施。最も
得票数の多かった作品を校章デ
ザインに採用。
山梨県工業技術センターにより
最終補正と仕様書の作成を行い
完成した。

山梨県内のデザイン会社へコン
ペ方式での作品募集を実施。
呼びかけた８社の内１社から２点
の応募があり、その中から採用
作を決定。統合準備委員会から
の注文に基づいて補正を行い、
最終決定した。

構成校の学区内に居住する町民
と構成校へ通っている児童・保護
者を対象として公募を実施。
６９点の中から委員全員による一
次選考で３点を抽出し、その内の
２点はデザイン会社へ補作・補正
を委託し、３点による最終選考を
構成校の児童・保護者の投票に
より行った。

要
し
た
期
間

H28.5.2～H28.10.5 H28.5.24～H28.8.26 H28.7.1～

原
図

完
成
図

備
考

・デザイン的に優れた作品が
選ばれるとは限らない
・広く意見を聞くことも大切だ
が、技術的（専門的）判断が出
来る人が最終決定に関与する
仕組みが必要
・H28.11.19制定発表（予定）

・デザインテーマ等の具体的な
題材なく募集を行ったため、デ
ザインの仕様がないという業者
からの声があった
・求めるデザインイメージを固
めることが重要

・小学生による図案化は現実
的には難しかった

◇ 他校の事例

・全国公募

・美術専門学校を対象に公募



資料①

○ 校歌について

身延中学校校章校歌制定準備会 身延清稜小学校統合準備委員会 下山小学校統合準備委員会

作
成
方
法

・学校や地域に縁のある人に作
詩・作曲を依頼したい
・生徒に参画してもらいたい
をコンセプトとして取り組んだ。
①生徒を対象に校歌に入れたい
言葉・フレーズを募集
②作詩を佐野源左衛門一文さん
（下山）、作曲を山田 勇さん（梅
平）へ依頼

・専門家へ依頼する
①作詩；覚 和歌子さん、作曲；松
下 耕さんへ委託
②覚和歌子さん歌唱のＣＤ作成
を依頼

・専門家へ依頼する
①作詩；覚 和歌子さん、作曲；信
長貴富さんへ委託
②覚和歌子さん歌唱のＣＤ作成
を依頼

要
し
た
期
間

H28.5.2～H28.10.3 H28.5.6～H29.１月末（予定） H28.5.6～H29.１月末（予定）

備
考

・作詩者、作曲者が面識のあ
る関係だったので、打合せを
行いながら作業を進められた
・お二人ともに地元の方だった
ので、事務局からもお願い等
をし易いところがあった
・H28.11.19制定発表（予定）

・覚和歌子さん取材のため来
町。H28.9.28
・松下 耕さん取材のため来町
予定。H28.12.2

・覚和歌子さん取材のため来
町。H28.9.28

◇ 他校の事例

南部中学校　作詩；谷川俊太郎　作曲；久石 譲

下山小学校統合準備委員会の委員から山梨県合唱連盟元

顧問の高柳勉先生を紹介して頂き、校歌作成について相談。

高柳先生から覚和歌子さん、信長貴富さん、松下耕さんの

推薦があり、統合準備委員会へ諮り、依頼を決定。

三氏には高柳先生を通じてお願いした。



資料①○ 体育着について

身延清稜小学校統合準備委員会 下山小学校統合準備委員会

決
定
方
法

価
格

備
考

・動きやすそうな形状
・小学生らしいデザイン

・速乾性が高そうな生地である
・着やすそうなデザインである
・高学年で買い替えた場合も、中学校で使用
が可能（指定マークが別途必要）

各統合準備委員会で新たな体育着を決めるという方針を決定。（身延清稜小は、現在の使用モデルも
含めて検討することを決定）
衣料卸業者２社から提案のあったモデルの中から、指定服検討小部会（保護者代表各２名、各校教
頭）で採用モデルを選定し、総務部会において承認。

モ
デ
ル

半袖

ハーフパンツ

¥1,800

¥3,100

120-150
ﾘｰﾎﾞｯｸﾏｰｸ入

合計 ¥13,200

長袖上着

長ズボン

¥4,400

¥3,900

（税込価格）

ＳＳ-4Ｌ
ﾘｰﾎﾞｯｸﾏｰｸ入

¥5,832

¥4,968

¥2,150

¥3,564

¥16,514

長袖 4,500円

長ズボン 3,600円

半袖 2,100円

短パン 2,650円

合計 12,850円

販売店Ａ（税込価格）


